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　　　　　　　　　はじめに　　　　　　　’　　当地の佐藤光民氏からお聞きしたところによれば，i手

　布串製のかぶりも⑱の代表的なものには，頭巾状か　　拭を併用して・’後頭部に丸めた留を基点にして後頭部・

ぶりもの，帯状かぶりもの，風呂敷状かぶりものがあL　と顔面を覆面状に覆う昔の女の人の髪型にあわせた特・

るカ！，後諸については前報で結したので叱こで殊なかぶり方のようである・・trr

は頭巾病かぶりものについての観察の結果を報告する。、　素材はいずれも木綿布であう牟4種の布が用いられ一

二Zgfはかづての励ミ「甥集資料・轟灘蹴簾霜響編』．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は耳のままになっている。・　L、．　J”　．一，1一

　　　　　　　　　研究方渚：’”　』1∵表布はところどころを糸でくくってから紺に鋤ガ

研究の方法は前靴彫硝る．　課のデ⊥麺表糸を，繍燃り込んでいるので湘地に白く短い線

1に一覧でぎるようにした。　　　　　　　　　　．　模様が無造作に並んでいる。縦は均一の間隔で白緋糸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　・Lを入れて整経しているが，1横はほぼ1．2㎝ごとに白耕

　　　　　　　　　結果と考察．　…　　入りの系を入れてある・緬度は経緯とも〔1・本／㎝ユ・

資料2－1　〔贔名〕．カガボージ　　　　　　　　　　　と細かい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，

〔聯嗣〕1636i（如F弓5：9）　1　1i裏側の上半分の頭部には；・小柄の艶ま一e・・bの難

　ユ933年9月28日秋田県由利郡西目町で，’アチック；　の黒地木綿布をあてている。福は紺地に3㎝ほどの井

ミa　一一tiアムの主宰者渋沢敬三邸よっで採集さnt』桁の輸で糸密麟〔経1躰／CM）ii〔纏本／en〕で・

灘謝鍵畿岬）も周県翻灘黙翌膿誌瓢雫罰
　カガポーシは本来，山形県庄内坤方独特のかぶりも　　短かく太い袋縫いの紐は紺地に赤や黄の糸をところど・・

のと云われ1その名称舳紅儲説編り・1府ガ・ころに繍・入れてある・着伽端nt一でもあろうか・

麟羅蜷鷲雛琴議‘顯醗鷲轡f本どりT’・袷部分以外・
る経緯がすり働るものもこのかぶ1わもの嘩働汽かざりじつけ肪拗の太い白木綿糸2本どりでユ『
っと云えよう。．　　　　　　　　．　　　　　1　　目おとtに’〔7針目／ユO㎝〕でしっけしてある。・頭頂

　まだ新しく布に糊のっいたまま恵あり，縫い方も丁　　後部へその端糸を結んで少しのこしてある。

寧にしp．かりと縫われている。頭頂ど緬両部の白いか　　資料2－2　〔品名〕ポ，チ

巖欝燕讐鯉伊白糸醐〔欝朧眞灘漏蓋藤蜘審：r
形状は紬のuee物と似て！・蘇引・見え諺酪贈試鰍城氏の採集になるもの・r老婆或いは中老
に福のPいた袖形の被り、ものであうがドよく見ると頭　　は無地を用いる」’と附記されている6u　．”：1

部の短いうの紐や、1’梹ﾁ身め紐など、．使い方のtまっき　　　防空頭巾を連想させるかぶりもので，形状は後裾ひ

りしないものがついてめる。’温梅地方CQがタり万はt　　ろがりになっている。子供用らしい小ぷりな防寒頭巾L

　　　　　　　　　　　　　　l　　　昌　”　　　　　　　　　　　　i　、　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－49一
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で，あたたかそうに綿が入っており，メリンスの赤い

紐が長く太くっけられている。紐つけの根元には白の

絹糸でとじかざりがっけてあるがt赤い紐は虫がつい

てrg　aポロになっている。内側にも赤い細い紐のつけ

られていた形跡がある。

　表襲とも木縮であるが，表は黒地に赤，白のやや変

り平織を入れた大緋，喪は白地に赤のプリント柄であ

る。色は，表の黒は〔Nl（black）〕，裏の赤は〔5

R4／14（red）〕もちろん合成染料の染めで力織機に

よる織りである。

　わた入れ仕立てのため縫い目はみえないが，裏側を

α6㎝ほどひかえて丁寧に縫われている。頭部に緑色

のとじ糸が，布団のとじ糸と同じように止めてある。

赤いメリンスの紐の申心にはやはリメi，1ンスの退紅色

の芯布が1枚入っているが，それにも虫喰いのあとが

あるe

　縫い糸も袷仕立てのためよくみえないが，右撚りの

継・オレンジ色の糸で縫い，右撚りの黒木綿糸でおさ

えじっけをしたlj　，右撚りの黄糸でかざりじつけをし

たりしてある。

資料2－3　〔品名｝ぼうし　　・

〔標本番号〕2ユ398（衣類F　・一　4　－14）

　採集地等は不明であるが，東北地方のものであろう。

暖かそうな綿入れで，若い女性用のかぶりものかと思

われる。

　表は黒木綿地に縞模様で裾で深く折り返り，裏頭布

に赤い紐がついている。紐は揺祥地φような派手な模

糠のメリンス地で，幅広く長くっいているが虫喰い穴

が多い。綿は薄く，とじた跡はないe

　形状は，資耕2－2のボッチと異り，上下ほとんど

同哲橿の長方形である。表布が裏側に深く（23㎝）折

り返うている母

　素稼ま黒地CN　1（blaCk＞〕木綿に灰（N5（gray）），

薄浅黄（5．5Y7／5（dull　yellow）〕の縞があり，

着物地の残り霧と思われる。縫い方は綿入れと同様で，

了寧に仕立てられているo裏窃は赤色の無地木綿で，

色は（5R4／14〈redi）｝，よくひかえてつけられて

いる。

　わた入れ仕立てのたあ縫い旨等はみえなVo

資料2－4　〔品名）三角橿子

　〔標本番号〕17500（衣類F－5－13）

　1935年10月9田新潟県南蒲原郡見附町大字穏名寺通

の真島音吉氏の寄贈を受け岩倉声郎氏が擦集したもの。

なお寄贈者は異なるが，ふな櫃子G7499）ち罵時1こ

採集されている。次の三角帽子も場所は異なるが両じ日

に採集されている。

　資料2－3のぼうしと同じ形であるが，ひとまわり

小さく，子供用かもしれない。綿は入っていないが，

袷仕立てで祐がっいており，襲に綿ネルが用いてある

から，やはり防寒用であろうe紐は細く輪になっている。

　素材は平織黒木綿地で，青味黒〔10B2／2（bluish

blaek）〕に明るい灰〔N　8（hght　gray）〕とにぶ赤

｛7．5R5／ユO（dull　red）〕の十字の中耕，裏の綿

ネルもほとんど同じ色の可愛らしい帽子である。かぶ

ると三角に見えることからこの名称があるのだろうか。

　縫い方，仕立て方は丁寧であるが，裏を表よりひか

えて縫わなかったため，一部裏布が表側で見えている

ところもある。

　出来上り幅2．5　cm長さ5θ㎝1の紐は元は青〔5PB4

／2（blue）〕の鮮やかなモスリンであるが，ほとん

ど虫喰いで穴があいていて内側の洋服柄の花摸様の白

木綿布だけが残っている。その他，禎も後頭部にっけ

られているがほとんど虫食いで形をとどめていない。

縫い目は袷仕立てのためみえない。

資料2－5　　〔品名〕三角O昌子

（標本番号〕17501（衣類F－5－13）

　資料2－－4と同様，1935年岩倉市郎氏の採集で新潟

県南蒲原郡見附町大字本町亀卯商店，田井卯平氏によ

って寄贈されたものe名祢は同じ三角帽子であるが，

形が若干異なる。表布の材質も朱子織りの絹にちりめ

んの紐であり，外出用めかぶりものであろう。色は黒，

大きさもひとまわり大きく男物かと思われる。色は変

色しており，布の傷みもひどい。，

　形状は，これまでの袖形に撫えt後下部に表布と共

布の蟷が表裏とも三角形にっいており，特に櫨の下部

がゆるくカーブしている。裏は0．4㎝ひかえて袷仕立

てにしてある。縫い方は丁寧である。’ ¥布は，前述の

ように黒色であったが今では暗い黄茶〔2．　5Y3／2

（d・rk　y・ll。w　br。wn）〕の部分力移い・裏は，暗

い青味紫〔7．5PB2／4（dark　bl証sh　purple）〕’

の平織り木綿で，ほとんど汚れも傷みもないから，あ

まり使用されずIC保存されていたものかもしれない。

　紐は着物の残り布であろうか。花菖蒲の模様で，と

ころどころに金糸が入っている。袋縫いで，内側には

やはり芯が入っているようである。

資料2－6　｛品名）被ウもの

　〔標本番号〕16362（衣類F－5－10〕

　19謡隼9月28E秋田県仙北郡角館町で，渋沢敬三丘

によって採果されたもので現地名ドモッコである。

　頭部は袷仕立そで，単仕立ての祷演前後につviており，
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眼のあたりだけ出して頭から肩まですっぽり覆うかぶ

りものである。

　形状は，片袖形の頭巾の前後に大きな三角布がそれ

ぞれ2枚ずつはいであるが，裾部分は肩までゆっくり

顯うよう分かれている。頭頂部後方が丸くくってある。

表布は大柄の紺耕木綿で，前側の補だけ摸様が異なっ

ている。

　色は青味黒〔10B　2／2（bluish　black）〕r白緋

は青味灰〔10B7／2（light　bluish　gray）〕t前楼

にある花の芯には赤がわずかに入っているが，表側の

赤色が退色しているから，かなり着用されたものであ

ろう。裏布は手織りらしい藍染の浅黄木綿〔10B　3／

6（dull　blue）〕，であって，これもまだらに退色し

ている。丈夫そうな組紐も汚れている。

　縫い方は丁寧であるけれども，特にロの当たる部分

などはほっれかけている。その部分は裏側にまた違う

耕の当て布で補強がしてある。縫い糸は藍色の左撚り

の木綿糸1本で，〔9針目／10㎝〕で合わせ縫いのの

ち〔8針目／100n〕で伏せ縫いになっている。裾は右

撚りの糸で大まかにくけたり折り縫いにしたりしてある。

　この角館町からはほかにも，このドモッコと同類の

形状をもつ標本番号23ユ08の被り物や，角頭巾型の23107

の被り物も採集されている（写真参照）eこれはいずれ

も絹製であり江戸の文献にみえる北国のともこも頭巾

がこれに相当すると思われるが2），ここでは庶民の日

常用かぶりものとかかわりがないためはぶいた。

資料2一了　〔品名〕袖椙子

　〔標本番号〕5206（衣類D－2－9）

　長野県下水内郡栄村小赤沢における資料であり，大

給近達氏が1976年国立民族学博物館に収蔵している。

他の労働着，股引，脚絆，手甲などと合わせて9点で1

鈴木牧之のT秋山紀行』で有名になった新潟・長野県

境の避村，秋山郷の衣生活の再現のために新たに製作

されたものらしい。

　真新しい紺木綿でつくられた袖帽子であるが，この

形式のものがいっ頃までかぶられていたかは興味深い。

　柚帽子の由来には諸説あるが，これは全体の形を袖

　（巻袖，あるいは撹っき平袖）にみたてての名前であ

ろうか。一見どこから顔が出るのかわからない奇妙な

形であるが，資料に顔の出る場所，顎の下の部分など

丁寧に表示がある。かぶる時は窮屈であるが，かぶって

みると顔がゆったりと出るようにかぶられ，更に下側

にっいた白い糸を撚った紐をしめて顔面を覆うことが

できるようになっている。かぶると顎下側に大きな垂れ

布が下がる。肩側にはほとんど布は垂れないから，冬

期の防寒用外衣を着た時，前を覆うのに役立っのだろ

う。日本の衣服は，労働着も含めて前開き形式で衿も

とが広く開きがちのため，冬が寒い地方などでは有用

なかぶりものといえる。

　並幅の布を800nと150　cmほどに裁って，一方を揃え

て縫い合わせ，長い方の残りは巻袖のように三角に折

り曲げて縫いつけてある。

　縫い方は右撚りの黒木綿糸ユ本どりで，合わせ縫い

〔13針目／10cm）ののち，二つ目お≒し〔10針目／ユQ

㎝〕で伏せとじしてある。顔の出る部分は耳のまま折

って黒糸2本どりで表側に小さい目を出して折り縫い

をし，頭巾の後裾の部分は耳のままであった。

資料2－8　〔品名〕ブシ

　〔標本番号〕　16143　（衣類F－5－8）

　この資料は現地名ブシで，1933年8月5日，A・M

同人によって新潟県岩船郡三面村三面で採集されてい

る。奇妙な形態をしているが，新潟県の県北一帯でか

ぶられている，目だけ出して覆面にしてかぶる労働用

頭巾である。他にオカプリ，ドモコモ，などとも呼ば

れている。この地域のブシは，顔がやや大きく出て覆

面にかぶらないと云われていたが，昭和のはじめころ

までは覆面としてもかぶっていたことを昭和59年9月

の現地調査で確かめることができた。

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　形状は並幅布2枚を横にはいでワとし，一方にひも

をっけそこから顔を出すが，下部のあご下にあたる部

分に三角，あるいは台形の福をっける。古い藍染布標色

〔10B　4／8（blue．）〕を用いて作られ，さらによく

使用されているたあ黄変し、また破れ、布端はポロポ

ロになっているが，繕ったわしながら，激しい労働た

かぶりつづけてきた様子がみられる。棺の布と裏側の

繕い布と口辺部のへりとり布は合成染料によるにぶ青

　〔5PB3／4（dull　blue）〕でこれもきたなく退色

している。

　材質は本体は手織らしい木綿で糸密度は経〔20本／

㎝〕，．緯〔18杢／甲〕で，裏側op頭部分のYd布はさ1らに

粗い平織藍染木綿である。、

　縫い方は，一右撚りの紺糸1本どりで丁寧にe．　6　en幅

に三つ折り縫いなどした部分も残っているが，大半は

右撚りの太い木綿糸で粗くつろい刺ししてあるe紐は

茶と紺の縞木綿がこれもあとから雑につけてある。

資料2－9　〔品名〕ドウモコウモ

　〔標本番号〕195β7（衣類F－4－7）

　広島県広島市江波町の被りもので，1937年9月t結

城次郎氏から寄贈されている。

　白茶〔7．5YR7／4（pale　yellow　brown）〕の
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格子柄の薄手ネルを筒状に縫ったものである。何度も

使い’洗ったのか，よれよれになっている。

　ドウモコウモの名称は，語源からみてもどうにでも

こうにでも意のままに被れるからであろう3）　。瓢潟市

の五十嵐浜ではこれと同じ形のものが，くびまきと称

して被られている。カムチャッカへ漁に行って倣って

きたもので，首に巻いたり、縮めて蜥子状にかぶっナこり、

覆而状にかぶり目だけ出したりしている。この資料も地

域からみて同様に，漁に出た人達によってもたらされ

たものであろうか。

広幅の耳をそのまま端に使いtミシンで袋縫いにし

てある。出来上りの縫い代は10nとなっている。用

尺は広幅で65cmと少なく，縫い方も簡単で，男性でも

たやすくつくられる便利なかぶりものである。

　　　　　　総　　括
頭巾状かぶりものの代表とも云える，この着物の袖

形をした袖頭巾状かぶりものは，大きく形状分類をす

表1．頭巾状（縦袖形▲，横袖形△）かぷりものヂーター覧表

2－1　　2－2 2－3 2－4 2－5 2－6 2－7 2－8 2－9

カガボーシ
iカガボーシ）

ボ　ッ　チ
iボ　ッ　チ）

ぽう　し
iポ　ウ　シ）

三角輯子
i三角相子，

三角椰子 被りものｵドモツコ｝
袖中B子

ブ　　　シ
iプ　　　シ

ドウモ：コウモ

iドウモコウ諭

露
端
　
　
蜴
畷
乱
　
　
　
　
」
項
　
目

16361 22022 21398 17500 17501 16362 5206 16143 ユ9567

曜地
秋田・西目 秋m・雲択 辮｝・見1付 新潟・」荊附 秋田・角館 畏野・栄 新潟・三面 広島・広烏

形　状　分　類 縦　　　袖　　　形　　［玉 横袖型▽コ

仕　立　て　方 単（裏） 綿入れ 綿入れ 袷 袷 単　（裏） 単 単　（裏〕 単

接ぎ布の枚数㈱ 4 3 3 4 3 4 1 4 1

丈　　　鳴 61 53 61 60 63 50 70 50 32

寸
　
法
幅　　　ω 24 ヨ0 32 25 44 82 67 73 78

重なりの枚数 2 2（ワタ） 2（ワタ） 2 2 2 2 2 2

材　　　　　質 木　　綿 木　　綿 木　　綿 木　　綿
　絹
i」・暫凶鵜〕 木　　綿 木　　綿 木　　綿 綿ネル

組　　　　　　織 平　　織 平　　織 平　　織 平　　織 朱子織 平　　織 平　　織 平　　織 平　　織

経　　本！㎝ 10　18 21 呂6 23 16 22 20 18

細かい
糸
密
度 維　　本／㎝ 1G　22 22 26 20 20 19 1B 1

7

呼　　さ　　伽 o．62 3．4 包1 L75 o．62 0．62 O．52 O．45 0．66
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縫
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糸
・
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本　　　数 1 綿入れ 綿入れ 袷 袷 1 2 1

紐い代窃
1．2 1．5 0．6 1

縫　い　方
。。ゴ乙て　一 合わせ

噤@　せ
合わせ
嘯ｹとじ

折り伏せ 袋雛い

縫　い　目
j目／lo㎝

9　8 13　10 16

布　　幅　　㎝ 36 36 36 28 36 34 36．5 33 65

推定用布㎝ 124 1i垂 正50 130 ！80 177 1go 182 霧78

重　　さ　　9 152 1田 168 144 159 160 133 126 39
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頭巾状かぶりもの資料の分折

ると縦袖形頭巾と横袖形頭巾に分かれる。前者の用途

は防寒用が多く，後者は主として覆面かぶりものである。

1．資料の惰報

　a．縦袖形頭巾（資料2　一一1，2，3，4，5，6）

　　。呼称はボッチ，ポウシ，三角帽子，ドモッコな

　　　ど帽子の名の附されているものが多い。カガボ

　　　ーシはかぶり方を若干異にするが，形状が似て

　　　いるためここに含めた。

　　。採集地は前報の図1かぶりもの資料の採集地に

　　　みられるように，秋田県と新潟県であり，日本

　　　海岸の雪国地帯にかぎられている。

　　。採集年は昭和8年，2点，10年，2点，13年，

　　　1点と古い。

　b．横袖形頭巾（資料2－7，8，9）

　　。呼称は袖帽子，プシ，ドウモコウモなどである。

　　　ドウモコウモについては本文中で述べたが，ブ

　　　シの呼び方は帽子からきていると思われる。

　　。採集地は前報の図1にみられるように新潟県，

　　　長野県，広島県と点数は少ないが各地に散在し

　　　ている。これは縦袖形頭巾と異なり防寒用では

　　　なく労働用かぶりもののためであろう。もっと

　　　も長野の資料は新潟県境のものであり，広島市

　　　のものは近年のかぶりものと思われる。

　　。採集時期は昭和8年と12年で，昭和5ユ年のもの

　　　は複製品であろう。

2．形状，寸法等は図1～4，表1に示した通りである。

　。形状は縦袖形と横袖形であるが，その丈と幅の長

　　さの寸法をグラフに示すと前報の図2一縦横の長さ

　　からみたかぶりものの形態分類一のように横袖形の

　　方が幅が広いが，いずれも福が各所についている

　　ため両者の差異は比較的少ない。

　。仕立て方は縦袖形は綿入れ2点，袷仕立て2点と

　　防寒向きのものが多いが，資料2－1，2－6な

　　ど単仕立ての裏っきのものは，横袖頭巾と同様労

　　働用で，頭部の補強のための裏あて布かと思われ

　　る。布の厚さは綿入れは当然厚いが，しかし3㎜

　　程度であったe

3．素材は防寒用も含めて大半は平織の木綿布である。

　資料2－9の綿ネルは漁携用のためであろう。糸密

　度は表1に示したようにそれぞれ若干異なる。

　。色・柄は他のかぶりものに比べて表布，裏布，紐

　　とも多様である。労働用衣類一般は藍染の紺一色

　　であることが多いが，縦袖形頭巾は婦女子の冬期

　　の日常用かぶりもののためか多くは華やかな色彩

　　のかぶりものとなった。

4．縫い方はそれぞれの仕立て方に従って縫われてお

　り，ここでは綿入れや袷仕立てのため縫い代や縫い

糸は見えにくかった。

　。裁ち方は，図ユ～4にも推定図を示したが，縦袖

　　形は並幅布を頭部で折ってワにしている。横袖形

　　は，並幅布の耳部分を長く2枚はいで頭部にもっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　ていく方法と，縦袖形と同様に頭部をワに折った

　　布を横に2枚はぐ方法があり，ここでもその両者
　　　　　　　　　　　　　　　■　　の裁ち方があった。広幅布をワにした資料2－9

　　は前にも述べたが，比較的時代の新しいもので特

　　殊型といえよう。

　。表布の推定用布は福の量などによって異なるが，

　　かぶりもの本体の丈が6G㎝前後と共通しているた

　、め，並幅で120㎝からユ90㎝位の範囲内の用尺で

　　あった。

　。重さも特殊形の資料2－9を除けば120　一　190g

　　の範囲内で，綿入れが厚さに比して軽く，防寒の

　　役を果たしていることがわかる。

　　　　　　　　　謝　　　辞

　この報告は国立民族学博物館の共同研究「日本在来

の労働衣服の比較研究」の成果の一部である。御指導

頂きました共同研究の代表者の中村俊亀智教授（国立

民族学博物館），ならびに西村緩子教授（岡山大学）を

はじめとする各共同研究員の方々，さらには資料の利

用に御甚力下さいました国立民族学博物館情報管理施

設の方たに，心から御礼を申し上げます。
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女子短期大学紀要．Na　22，1985．

2）守屋磐村；覆面考料。131，源流社，ユ979．
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頭巾状かぶりもの資料の分析
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